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今月の紙面

データで知る帯広

8月末の人口と世帯数

人口▶167,076人
 （前月比＋17人）

　男▶79,670人
　女▶87,406人
世帯▶87,610世帯
 （前月比＋54世帯）

2件（前月比±0件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,510t
（前年同月比－223t）

660t
（前年同月比＋2t）

8月の火災発生件数

8月の家庭ごみ排出量
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決算は９月 10 日から開催の
定例市議会で審議されてい
ます。水道事業会計と下水
道事業会計の平成 29 年度決
算は８頁でお知らせします。

　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
が
心
身
の
健
康

を
育
む
た
め
に
は
、
親
へ
の
信
頼
を
実

感
し
、
安
定
し
た
環
境
で
育
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
の
日
々
は
、

喜
び
や
驚
き
、
楽
し
さ
で
満
ち
あ
ふ
れ
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者
自
身
の
成

長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

見
え
た
課
題

　

市
が
平
成
29
年
度
、
乳
幼
児
健
診

時
に
行
っ
た
「
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
回
答
し
た
人
の
う
ち
、「
現

在
、
子
育
て
は
楽
し
い
」
と
回
答
し
た

人
は
97
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
多
く
の

保
護
者
が
前
向
き
に
子
育
て
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
34
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

の
人
が「
子
育
て
に
自
信
が
持
て
な
い
」

と
回
答
し
、
育
児
に
一
定
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
子
育
て

を
提
案
す
る
新
た
な
形

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
よ
う
、
市
は
７
月
か
ら
、
不
安
を

抱
え
る
親
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談

窓
口
の
機
能
を
強
化
し
、
関
係
機
関
の

情
報
も
含
め
、
そ
の
人
に
と
っ
て
最
適

な
育
児
支
援
を
提
案
す
る
、「
利
用
者

支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。　

　

次
頁
で
は
、
帯
広
市
の
子
育
て
の
現

状
と
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
、
切
れ
目
の
な
い
新
た
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

子育て支援課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9722）問い合わせ

特 集

おびひろの
子育て

子育て情報を配信

すこやかネット

親子で楽しめる「わらべうた」や「すくすく教室」の
紹介など、子育てに役立つ動画を配信しています

すくすく教室　生後３カ月の赤ちゃん（第１子）と、お母さんやその家族のための育児教室。赤ちゃんの遊びや離乳食、子育てについて学べる
ほか、お母さん同士の交流ができます。保健福祉センターで毎月実施し、対象者には個別に案内を送付します。

　「帯広市すこやかネット」は、市が運営
する子育て支援サイトです。妊婦や乳幼
児のいる家庭向けに、妊娠・子育てに関
するお知らせやイベント情報、関連動画
など役立つコンテンツを配信しています。
　さらにマイナンバーカードを取得し登
録すると、子どもの月齢・年齢に合わせ
た検診・予防接種情報がパソコンやスマー
トフォンに届きます。

▲こちらから

すくすく教室に
参加した皆さん

　 出産を終え、心身も不安定な産後期に、一生懸命育児に向き合っているお母さんたち。そんなお母さんたちの笑顔と、赤ちゃんの元気な泣き声や笑い声であふれているのは、3 カ月児の赤ちゃんとその家族が集まる「すくすく教室」。　「自分だけかな？」と思っていた不安な気持ちも、お母さん同士の交流を通して安心に変わっていく。妊娠期から子育て期にわたる、切れ目のない市の子育て支援を紹介します。
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帯
広
市
の
子
育
て
の
現
状

　

帯
広
市
は
全
国
同
様
に
少
子
化
が
進

み
、
市
の
出
生
数
は
、
平
成
２
年
に
は

約
２
０
２
９
人
で
し
た
が
、
平
成
29
年

に
は
約
６
割
の
１
２
９
９
人
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
に
は
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
、
発
達
障
害
を
含
む
特
別
な

配
慮
や
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
相

談
件
数
は
毎
年
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
核
家
族
化
に
よ

り
、
家
庭
内
に
相
談
で
き
る
人
が
お
ら

ず
孤
立
す
る
な
ど
、
育
児
に
対
す
る
不

安
や
困
難
さ
を
抱
え
る
家
庭
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
と
課
題

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、
お
母
さ
ん
の
産
前
産
後
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
相

談
会
」「
帯
広
市
産
後
ケ
ア
」
や
、
先
輩

マ
マ
さ
ん
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
パ

パ
マ
マ
お
し
ゃ
べ
り
広
場
」、子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
人
が
お
ら
ず
困
っ
た
と
き

の
た
め
の
「
一
時
保
育
」「
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
」
な
ど
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の

中
か
ら
、
保
護
者
自
身
に
と
っ
て
最
適

　子どもを出産したすべての家庭に、母子訪問指導員（助産師）、保
健師、地区担当保育士が訪問します。お母さんの心身面や子育てに
関する相談に応じます。

　産後 57 日未満の産婦で、家族などから支援を受けられず、心身が
不調な人が対象です。まずは保健師に相談してください。利用料金
が掛かります。

市内の産後ケア施設で、助産師などのケアを受けられます
帯広市産後ケア

赤ちゃん訪問

■ 出産後のサポート ■

●お母さんの産後の生活と体調についての相談
●授乳方法やおっぱいのケアについての相談
●赤ちゃんの体調や発育の確認
●抱き方、沐

もくよく
浴、泣き止まないときの対応など、育児全般に関する相談

　妊娠中から子育てのイメージ
を具体的に知ることで、不安を
なくし前向きに育児できるよう、
地域子育て支援センターなどで
実施している相談会です。
　妊娠～子育てまでの心配事に
対して、助産師・栄養士・歯科
衛生士などの専門家が相談に乗
り、妊娠中・出産後のお母さん
同士の交流もできる相談会です。10月の開催日時は16頁をご覧ください。

（産前産後サポート事業）  妊婦、産婦（0歳児）対象
ママと赤ちゃんの相談会

■ 妊娠中のサポート ■

相談会の様子

●久しぶりにゆっくり食事や入浴ができました。授乳に
ついての指導も受けられ、気持ちが前向きになりました。

●赤ちゃんがたくさんいて気持ちが和みました。こんなにかわいい赤ちゃん
に出会えるなら、出産も頑張ろうと思えました。お母さんたちの育児を心強
く感じました。出産後もまた来ます！

妊娠期から子育て期へ、切れ目のないサポート

　市の取り組みだけでなく、関係機関のサービスも含めて、そ
の人にあったサービスを提案します。
　妊娠届け出時に保健師が「母性相談室」ですべての妊婦と面接
し、周囲のサポート体制や、心身の状態など、その人の状況に
合わせたセルフプラン「子育てプランシート」を一緒に作成し、
妊娠・出産・子育てを継続して支えます。

◆母子健康手帳の交付（予約制）
前日までに電話で予約。（転入者も含む）
交付時間：平日９時～16 時

（第２土曜日も実施 ※祝日の場合は第３
土曜日）

利用者支援事業の取り組み

悩みや不安を軽減！

母性相談室

・不妊治療費助成
・不育症治療費助成

・妊婦健康診査助成
・ほんわかファミリー教室
・ママと赤ちゃんの相談会

・赤ちゃん訪問
・ママと赤ちゃんの相談会
・帯広市産後ケア 妊娠中出産後

妊娠中・出産後
のサポート

例えば、初産婦さんにはお父さん
と一緒に参加する「ほんわかファ
ミリー教室」をプランに入れ、お
父さんの妊娠期からの子育てへの
理解・協力をおすすめします。

出産後の家族の協力は何より大切で
す。産後をイメージしながら、どんな
サポートが必要になるのか、その人
の状況にあわせた協力体制、サービ
スの活用について確認します。

利用者の声
参加者の声
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図１
子育て・発達相談の件数

地区懇談会　市民の皆さんと市長が意見を交換して、まちづくりを一緒に考える地区懇談会。今年度も昨年度に引き続き、
「おびひろの子育て」をテーマに市内２会場で開催します。詳細は 20 頁をご覧ください。

◆妊娠、出産、育児に関する
　電話・来所相談
随時対応しています。

★担当：子育て支援課  ☎ 25・9722

中
山
保
健
師

新事業

初めての妊娠で楽しみもいっぱいですが、実家が遠方で、
夫も仕事が忙しくいろいろ不安です。相談できる場所や、
子育てを支援してくれるサービスを知りたいです。

子育てプランシート

　つわりで思うように育児ができない、生まれた赤ちゃんが泣いてばかりでつらい…
など、妊娠・出産・育児についての悩みや不安を、気軽に相談してください。
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な
育
児
支
援
情
報
を
自
ら
収
集
・
選
択

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
抱
え
た
問
題
が

深
刻
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
し

た
。７

月
か
ら
新
た
に

「
利
用
者
支
援
事
業
」を
開
始

　

市
は
、
子
育
て
の
現
状
や
、
こ
れ
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
課
題
を
踏
ま

え
、「
母
性
相
談
室
」
の
機
能
を
強
化
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
、
相
談
者
自
身
の

状
況
や
家
族
の
状
況
に
合
わ
せ
た
「
子

育
て
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
最

適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
「
利
用
者

支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
の
調
整

や
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
行
う
保
健
師

を
中
心
に
、
妊
産
婦
の
状
況
を
継
続
的

に
把
握
す
る
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）

帯
広
市
が
目
指
す

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　

市
は
、
今
後
も
出
産
や
子
育
て
に
関

す
る
不
安
や
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
、

気
軽
に
相
談
が
で
き
、
切
れ
目
の
な
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。
保
護
者
と
一
緒
に
子
ど

も
の
成
長
や
喜
び
、
楽
し
さ
を
分
か
ち

合
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■ 就学前のサポート ■ ■ 乳幼児期のサポート ■

　市内 6 カ所の保育所（園）に併設された地域
子育て支援センターでは、各種「広場」や「子育て講座」、「ぴよぴよ広
場」を開催しています。妊娠中の人や、保護者と子どもが気軽に参
加し、子育ての情報交換や、悩みの相談、共有ができる場です。
　人がたくさんいる場所が苦手な保護者や子どもは、少人数の予約
制広場でゆっくりと遊んだり、相談をすることもできます。

知っていますか？

地域子育て
支援センター

MEGA
ドン・キホーテ

イオン

いっきゅう 帯広競馬場

イトー
ヨーカドー

帯広の森

柏林台駅

イーストモール

帯広駅

帯広
市役所

グリーンパーク
緑ヶ丘公園

陸上自衛隊
帯広駐屯地

38 38

38

236

236

236

八
千
代
帯
広
線

弥生通

稲田通

大
通

中島通

新緑通

白樺通

春駒通

西
南
大
通

弥
生
新
通

栄
通

柏林台通

木賊原通（北一線）

アルバータ通

西
５
条

少人数広場（予約制）

◆地域子育て支援センターつばさ
（西 22 南３、☎ 41・6800）

・つばさ遊びの広場　
　第２・４水曜日  13 時～15 時
・つぐみ広場　　　　
　第３水曜日　　  13 時～15 時
　（第１子の満１才~満２才の子どもの少人数広場）

◆地域子育て支援センターこでまり
（西 14 北２、☎ 38・2690）

・はなばたけ　　　　
　毎週火曜日　　 13 時～15 時
　第１・３木曜日　９時～12 時
　　　　　　　　 13 時～15 時
　第２・４木曜日　13 時～15 時

◆地域子育て支援センターいなだ
（西 15 南 40、☎ 48・2206）

・キラキラ広場　　
　第１水曜日　９時～14 時
　（２歳～就学前の子どもの少人数広場）

◆地域子育て支援センターもりのこ
（大空町１、☎ 49・2005）

センターで開催されて
いる広場の中で対応

◆地域子育て支援センターすずらん
（柏林台西町５、☎ 36・2388）

・わいわい広場
　毎週木曜日　12 時 30 分～15 時 30 分

◆地域子育て支援センターあじさい
（東９南 19、☎ 67・6231）

・ぽっぽ広場
　毎週月曜日　12 時～14 時
　毎週金曜日　 ９時～17 時

すずらん

こでまり

つばさ

もりのこ いなだ

あじさい

　子育てサークルのリーダーを経験したお母
さんがアドバイザーとなり、子育てサークル
の運営支援や、子育て中のお母さんたちに「パ
パママおしゃべり広場（子育てサークル体験
編と保育所（園）・幼稚園編）」を開催しています。（写真）
　また、サークルに入会したい人のための「サークル
紹介」冊子や、子育て家庭向けの「子育てあれこれ便利
帳」も作成しています。

悩みや不安を解消！

先輩ママさんアドバイザー

入園グッズや幼稚園情報を
教えてくれます

●子育てあれこれ便利帳
子どもと一緒に行きやすい飲食店や、美容室など子育て中
のお母さんたちの実体験に基づくおすすめ情報が盛りだく
さんです。子育て支援課で配布しています。

　「子どもの学校行事の日に下の子を預けたい」ときや「保護者の通院」
「リフレッシュしたい」ときなどに利用できます。

事前に登録が必要です。申込受付：月～金曜日、９時～16 時 30 分
利用申し込みは利用日の前月の１日から、利用日の原則３日前まで。
半日または１日単位で利用料金が掛かります。

生後57日目～就学前まで（こでまり保育園は１歳から）
一時保育（宿泊なし） ★担当：こども課  ☎ 65・4158

直接電話で、下記実施場所へ問い合わせください
●こでまり保育園（西 14 北２、☎ 38・2690）
●すずらん保育所（柏林台西町５、☎ 36・2388）
●豊成保育所（清流東１、☎ 48・6630）

ショートステイ ★担当：こども課  ☎ 65・4159

就学前・乳幼児期
のサポート

就学前
・幼児歯科健診、フッ素塗布
・一時保育　・発達相談室
・ショートステイ
・帯広ファミリーサポート
   センター事業

・すくすく教室
・乳幼児健診
・地域子育て支援センター
・すこやか親子教室
・あそびの広場

乳幼児期

地域子育て
支援センター
詳細

もりのこ広場の詳細

　地域子育て支援センター・保育所（園）・幼稚園で遊び
の見守りや環境整備のほか、各種イベントで人形劇や手品
など、子どもたちを楽しませてくれます。

子育て応援ボランティア

子育て応援
ボランティア
詳細

子育てサークルの詳細

子
育
て
応

援
事
業
所

子育て応援事業所　従業員や市民向けに、子育てを応援するための取り組みを実施することを宣言した事業所です。270
社が登録しています（９月１日現在）。子育て世帯に対して、商品や施設利用の割り引きを行っている事業所もあります。

　病気や育児疲れなど、保護者が家庭で子どもを養育することが困難になっ
たときに、満１歳以上のお子さんを十勝学園（東９南21）で預かります。利用
期間は７日以内で、利用料金が掛かります。事前申請が必要なので、詳細は
こども課まで問い合わせください。

人が多いところは苦手だけど、
子どもを遊ばせたいな

子どもが
人見知りだけど

少ない人数の中で
遊んでいるうちに、
集団に慣れてきて

良かったです

専任保健師
・

地区担当保健師

情報共有

継続的にサポート継続的にサポート

地域子育て
支援センター

保育所（園）
幼稚園医療機関など

図２　利用者支援事業のイメージ
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保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の

入
所
申
し
込
み

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

保
育
所（
園
）や
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー

は
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
、
出
産
な

ど
で
、
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な

い
と
き
に
、
代
わ
っ
て
保
育
を
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
新
規
入
所
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
受
け
付

け
は
、
希
望
す
る
施
設
ご
と
に
異
な
る

の
で
、
入
所
案
内
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

入
所
案
内
は
、
こ
ど
も
課
と
各
保
育

所（
園
）、
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
、
川
西
・

大
正
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

保
育
所
（
園
）【
表
１
】

対
象　

生
後
57
日
目
～
未
就
学
児
童

（
０
歳
児
は
乳
児
保
育
実
施
施
設
の
み
）

受
付
日
時　

入
所
案
内
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
保
育
所
（
園
）
の
受
付
日
（
11

月
1
日
㈭
～
16
日
㈮
の
い
ず
れ
か
）
を

確
認
の
上
、
9
時
～
17
時
に
第
１
希
望

の
保
育
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

へ
き
地
保
育
所
【
表
２
】

対
象　

へ
き
地
保
育
所
が
あ
る
地
域
に

在
住
の
満
１
歳
～
未
就
学
児
童

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）の
７
時
45
分

～
18
時
に
、
利
用
し
た
い
保
育
所
へ
事

前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

将
来
、
小
規
模
特
認
校
（
清
川
・
愛

国
小
学
校
）
へ
の
通
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
清
川
・
愛
国
保
育
所
に
入
所
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
（
学
童
保
育
）

【
表
３
】

対
象　

小
学
生

受
付
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）の
13
時
～
18

時
（
土
曜
日
は
７
時
45
分
～
18
時
）
に

各
通
学
区
域
の
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
へ

事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
在
籍
児
童
に
つ
い
て
は
、
10
月

10
日
㈬
ま
で
の
受
け
付
け
で
す
。

　

分
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
児
童
保
育

セ
ン
タ
ー
は
、
住
所
や
学
年
な
ど
で
通

所
先
を
区
分
け
し
て
い
る
の
で
、
入
所

案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
日
に
申
し
込
み
が

で
き
な
い
と
き
は

　

へ
き
地
保
育
所
を
除
く
保
育
所
は
、

11
月
17
日
㈯
～
30
日
㈮
の
間
に
、
①
こ

ど
も
課
と
、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

場
所
・
時
間　

①
こ
ど
も
課
（
祝
日
を

除
く
月
～
土
曜
日
、
８
時
45
分
～
17
時

30
分
）、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所（
月
～
金

曜
日
、
９
時
～
17
時
）

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
【
表
４
】

　

詳
細
は
各
幼
稚
園
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入

園
の
受
け
付
け
は
、
11
月
１
日
㈭
に
各

幼
稚
園
な
ど
で
行
い
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
５
８
）

　
保
育
所
（
園
）
は
10
月
１
日
㈪
か
ら
、
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
は
９
月
25
日
㈫
か
ら
入
所
案
内
を
配
布
し
ま
す
。
配
布
す
る
入
所

案
内
を
必
ず
確
認
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

区分 保育所（園）名 乳 住　所 電　話
私 青い鳥保育園※１ ○ 西20南５-７ 41・5415
公 青葉保育所 ○ 西３南25-16 22・3453
私 あけぼの保育園 ○ 西25南1-14 37・3200
私 あじさい保育園 ○ 東９南19-１ 25・4510
私 あやめ保育所 ○ 西17南３-39 35・3527
私 稲田保育園 ○ 西15南40-２ 48・2206
私 おひさま保育園 ○ 東１南23-２ 24・1078
公 帯広保育所 ○ 東３南11-13 23・5429
私 帯広南町保育園 ○ 南の森東２-８ 48・6171
私 こでまり保育園 ○ 西14北２-１ 38・2324
私 栄保育園 ○ 西17北２-30 34・5238
私 さくら保育園 ○ 公園東町４-７ 22・1881
公 すずらん保育所 ○ 柏林台西町５-１ 36・2389
私 つばさ保育所 ○ 西22南３-13 33・6111
私 鉄南保育園 ○ 西９南14-２ 24・5059
私 ときわの森保育所 ○ 西16南５-22 35・4292
公 日赤東保育所 ○ 東10南８-１ 23・7415
私 ひなたぼっこ保育園※１ ○ 西15北２-１ 67・6881
公 ひばり保育所※２ ○ 西８北５-６ 24・2763
私 藤花保育園 ○ 西６南２-11 24・6702
公 豊成保育所 ○ 清流東１-７ 48・6630
公 松葉保育所 西23南１-129 37・5841
公 緑ヶ丘保育所 緑ヶ丘東通東27 24・4449
私 みのり保育園 ○ 西22南４-11 33・7360
私 森の子保育園 ○ 大空町１-12 47・6670
私 やまびこ保育所 ○ 西19南４-32 33・9290
公 依田保育所 依田町５-４ 25・1002

表１　保育所（園）

公：公立保育所　私：私立保育所（園）　乳：乳児保育
※１　０～２歳児のみ	
※２　平成３１年４月から、民間に移管します。

表２　へき地保育所

表４　幼稚園・認定こども園 表３　児童保育センター（学童保育）

保育所名 住　所 電　話

川西保育所 川西町西２線59 59・2756

富士保育所 富士町西３線53 64・5877

清川保育所 清川町西２線125 60・2029

広野保育所 広野町西３線149 60・2612

ことぶき保育所 昭和町東１線108 64・5253

愛国保育所 愛国町基線37 64・4330

センター名 住　所 電　話
東 依田町１-１ 23・9373
柏 東７南９-１ 22・6373
柏分室 柏小学校内 080・8291・3195

光南 東７南21-１ 25・3837
光南分室 光南小学校内 080・8299・1570

青葉 西３南24-２ 22・6372
青葉分室 西６南22-１ 23・3617
北栄 西11南２-11

36・3673
北栄分室 北栄小学校内
栄 西17北１-44

34・9131
栄分室 栄小学校内
啓親 西14北７-４

35・6854
啓親分室 啓北小学校内
中央 西７南12-11 22・8539
花園 公園東町３-８ 27・2502
緑ヶ丘 西14南17-１ 23・4923
第２緑ヶ丘 西14南16-２ 21・8660
柏林台 柏林台南町６-１ 33・1153
柏林台分室 啓西小学校内 090・2872・9617

センター名 住　所 電　話
若葉 若葉小学校内 36・2259
若葉分室 わかば幼稚園内 34・9800
広陽 西19南３-20

33・5235
広陽分室 広陽小学校内
明和 西19南４-34

33・4640
明和分室 明和小学校内
西 西23南１-125 37・2755
開西 西22南３-14 34・3505
森の里 西22南４-12 35・1499
つつじが丘 西24南３-40 37・5040
豊成 清流西1-１ 48・3622
豊成分室 豊成小学校内 080・3233・6056

大空 大空小学校内 47・0411
稲田 西15南36-１ 48・9584
稲田分室 第二ひまわり幼稚園内 48・1360
大正 大正小学校内 64・2121
川西 川西小学校内 59・2130
広野 広野小学校内 60・2202
愛国 愛国町基線23-２ 64・4580
清川 清川町西２線128 60・2890

区分 園　名 住　所 電　話
認 帯広の森幼稚園 南町南８線46 48・8528
認 つつじが丘幼稚園 西25南３-９ 37・4000
幼 第一いずみ幼稚園 東10南13-１ 22・6818
幼 帯西幼稚園 西22南４-26 33・7628
認 帯広ひまわり幼稚園 西12南30-１ 48・5151
認 帯広第二ひまわり幼稚園 西15南41-11 48・1356
幼 帯広わかば幼稚園 西17南５-30 34・6606
幼 帯広幼稚園 西21南３-22 35・7122
幼 帯広聖公会幼稚園 西８南12-３ 24・3771
幼 つくし幼稚園 西16南28-３ 48・3663
幼 柏林台カトリック幼稚園 柏林台中町１-６ 34・4557
幼 帯広藤幼稚園 東４南14-１ 23・3604
幼 帯広東幼稚園 東３南７-１ 26・1570

幼：幼稚園　認：認定こども園

　すいせい保育所・児童保育センターでは、14時～
25 時まで保育しています。
対　　象…生後 57 日目～小学生
申込受付…詳細を入所案内で確認して、すいせい保育
所・児童保育センター（西２南６-14、☎ 22・3241）へ。

夜 間 の 保 育
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地
域
に
お
け
る

支
え
合
い

帯
広
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

25
・
９
７
０
０
）

　
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
と
き
、
頼
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

利
用
料
金

平
日　

30
分
ご
と
に
３
０
０
円

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

30
分
ご
と
に
３

５
０
円

　

活
動
終
了
後
に
、
利
用
会
員
が
提
供

会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。（
送
迎
な

ど
に
か
か
る
交
通
費
、
お
や
つ
・
食
事

代
な
ど
の
実
費
は
別
途
支
払
い
）

入
会
手
続
き
・
提
供
会
員
育
成

講
習
会
の
申
し
込
み

　

平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
30
分
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
帯
広
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
西
20
南
５
、

ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か
ち
内
、
☎
66
・
４

２
８
５
）
へ
。

　

帯
広
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
会
員
同
士
の
信
頼
関
係
の
下

に
、
子
育
て
を
地
域
で
手
伝
い
合
う
互

助
組
織
で
す
。（
図
）

　

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
「
し
て
ほ
し

い
人
」（
利
用
会
員
）
と
、「
し
た
い
人
」

（
提
供
会
員
）
が
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登

録
し
、
利
用
会
員
の
依
頼
に
応
じ
て
セ

ン
タ
ー
が
提
供
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
人

﹁
利
用
会
員
﹂
に
な
る
に
は

　

帯
広
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
入
会
説
明
を
聞
い
た
後
、
会
員

登
録
し
ま
す
。（
無
料
）

対
象　

市
内
在
住
で
、
生
後
57
日
目
か

ら
小
学
校
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
い
う
邦
題
を
付
け
ま
し
た
。
最
初
は
、

葉
っ
ぱ
や
枝
で
遊
ば
せ
る
こ
と
や
、
実

を
つ
け
る
こ
と
で
少
年
の
成
長
を
支
え

て
い
た
木
が
、
い
つ
し
か
少
年
が
年
老

い
た
と
き
に
は
、
実
も
枝
も
す
べ
て
与

え
尽
く
し
、
切
り
株
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
で
も
、
彼
の
た
め
の
腰
掛

け
に
な
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

こ
の
木
に
母
性
（
母
の
愛
）
を
重
ね

て
読
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
奥

行
き
が
あ
り
、
読
み
手
に
余
韻
を
残
す

シ
ン
プ
ル
な
物
語
は
胸
に
残
り
、
友
人

や
後
輩
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
な
ど

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
数
年
前
、
村
上
春
樹
の
新
訳
で

再
版
さ
れ
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
出

会
っ
た
絵
本
で
、
短
編
小
説
を
基
に
し

た
﹃
木
を
植
え
た
男
﹄
で
す
。
一
人
の

農
夫
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
不
毛
の
地
に
苗

木
を
植
え
続
け
、
や
が
て
そ
こ
が
森
林

と
な
り
、
後
世
の
人
々
に
恵
み
を
も
た

ら
す
物
語
で
す
。

　

誰
に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な
く
て
も
、

黙
々
と
木
を
植
え
続
け
る
男
の
「
確
信

を
持
っ
た
ら
ブ
レ
ず
に
や
り
続
け
る
」

姿
勢
に
、
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
両
方
で
表
現
す

る
絵
本
は
、
子
ど
も
の
感
性
を
刺
激
し
、

想
像
力
や
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
大
き

な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
人
に
対
し
て
も
、
シ
ン
プ

ル
な
問
い
掛
け
を
通
し
て
物
事
を
深
く

考
え
さ
せ
、
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
帯
広
図
書
館
の
絵
本
コ

ー
ナ
ー
を
の
ぞ
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

補
修
も
行
き
届
き
内
容
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し

い
絵
本
を
見
つ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
出
掛

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、「
子
ど

も
や
孫
に
買
っ
て
あ
げ
た
い
絵
本
」
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一

冊
に
、
私
が
幼
稚
園
で
園
長
先
生
か
ら

頂
い
た
﹃
は
な
の
す
き
な
う
し
﹄
が
あ

り
、
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
描
か
れ
た
鮮
や

か
な
表
紙
と
、
主
人
公
の
心
優
し
い
子

牛
を
通
じ
て
感
じ
た
「
優
し
く
あ
る
こ

と
は
、
強
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

半
世
紀
以
上
た
っ
た
今
で
も
鮮
明
な
記

憶
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
多
く
の
素
晴
ら

し
い
絵
本
に
出
会
っ
て
来
ま
し
た
が
、

次
に
印
象
深
い
絵
本
と
言
え
ば
、
大
学

一
年
の
時
、英
文
学
の
先
生
か
ら「
翻
訳

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
実
に
い
い
」

と
紹
介
さ
れ
た
絵
本
。
リ
ン
ゴ
の
木
が
、

少
年
の
成
長
と
と
も
に
役
に
立
と
う
と

す
る
物
語
で
、原
題
の「
Ｔザｈｅ　

Ｇギｉ

ｖビ

ン

グ

ｉｎ
ｇ　

Ｔ㋡

㋷

ー

ｒ
ｅ
ｅ
」
を
直
訳
す
れ

ば
「
与
え
る
木
」
に
な
り
ま
す
が
、
先

生
は
、
そ
の
絵
本
に
﹃
お
お
き
な
木
﹄

私の好きな三冊の絵本

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

　

資
格
、
経
験
、
性
別
は
一
切
問
い

ま
せ
ん
。
提
供
会
員
育
成
講
習
会
を

受
講
す
る
こ
と
で
不
安
な
く
活
動
で

き
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、

自
宅
な
ど
で
安
全
に
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
人

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
人

︵
提
供
会
員
︶を
募
集

図　帯広ファミリーサポートセンター事業の仕組み

・保育所、幼稚園、習い事の送迎やその前
後の預かり

・リフレッシュや通院、買い物など外出時

　５項目の基礎講習（★）を受講することで活動できます。その他のスキルアップ講習（無印）は活動しながら受講可能です。
提供会員育成講習会を開催します（無料）

ファミリー
サポート
センター
（市委託先）

提供会員

①会員登録
②援助依頼　

①会員登録
　⑧活動報告書
　　提出

⑤事前打ち合わせ
⑦利用料金の支払い

⑥援助活動の実施

④提供会員
　紹介
④提供会員
　紹介

③援助
　依頼

利用会員

子育てを
サポートしたい人

子育てを
サポートしてほしい人

こんな時に利用できます

日にち／会場 時　間 内　容 日にち／会場 時　間 内容

10 月 29 日（月）
保健福祉センター

９時45分～10時 オリエンテーション 11 月２日（金）
保健福祉センター

10時～12時 保育の心
10時～11時 ★帯広市の子育て支援 13時～14時30分 身体の発達と病気
11時～12時 ★ファミリーサポートセンターの概要

11 月５日（月）
保健福祉センター

10時～12時
子どもの食生活とアレルギー

13時～15時 ★小児看護の基礎知識 軽食づくり（実習）（材料費実費負担有）
10 月 30 日（火）

保健福祉センター
11時～12時 子どもの虐待と社会的養護 13時～15時 子どもの障がい
13時～16時 安全・事故・心肺蘇生 11 月６日（火）

帯広ファミリー
サポートセンター

10時30分～12時 ★子どもの世話
10 月 31 日（水）

保健福祉センター
10時～12時 心の発達と保育者の関わり

13時～16時 ★子育て支援サービスを提
供するために／援助の実際13時～15時 遊び・おもちゃ

検 索帯広市 ファミリーサポートセンター事業
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金
な
ど
の
諸
収
入
が
２
億
７
５
３
５
万

円
減
少
し
ま
し
た
が
、
歳
入
全
体
で
は
、

30
億
８
１
７
２
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

歳
出
の
状
況

　

昨
年
度
に
比
べ
て
、
除
雪
費
用
や
公

営
住
宅
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り
、
土
木

費
が
11
億
６
８
２
７
万
円
、
農
林
業
振

興
の
た
め
の
資
金
貸
し
付
け
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
費
が
12
億
３

３
８
２
万
円
増
加
し
た
ほ
か
、
平
成
28

年
度
の
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

※１ 普通会計　全国の自治体の財政状況を比較するための会計基準。市では一般会計に中島霊園事業会計と空港事業会計を加えたもの。※２ 早期健全化
基準　財政破綻を防止するために設けられた危険水準を表す。四つの健全化判断比率のうち一つでも基準値を上回ると、財政の健全化に取り組む必要がある。

一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
29
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

８
５
４
億
４
８
３
４
万
円
、
歳
出
が
８

５
０
億
２
７
１
１
万
円
、
差
引
額
が
４

億
２
１
２
３
万
円
で
し
た
。（
図
１
）

　

こ
の
差
引
額
に
は
、
平
成
29
年
度
中

に
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平

成
30
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源

２
１
１
万
円
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
除
い
た
実
質
的
な
黒
字
額
は
４

億
１
９
１
２
万
円
で
し
た
。（
表
１
）

歳
入
の
状
況

　

昨
年
度
に
比
べ
て
、
市
税
が
２
億
８

９
５
７
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
12
億
４

２
１
７
万
円
、
道
支
出
金
が
13
億
８
０

０
９
万
円
増
加
し
た
ほ
か
、
災
害
復
旧

な
ど
の
大
規
模
な
投
資
的
事
業
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
の
長
期
的
な

借
金
で
あ
る
市
債
の
発
行
額
が
７
億
７

４
４
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
２
億
４
５

２
２
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、
新
規
貸
付

額
の
減
少
に
よ
っ
て
、
貸
付
金
の
返
還

地
や
公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
・
修
復
な

ど
に
よ
っ
て
、
災
害
復
旧
費
が
10
億
２

３
５
６
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
商
工
費
で
５
億
８
７
３
６

万
円
、
総
務
費
で
３
億
５
４
２
２
万
円

減
少
し
ま
し
た
が
、
総
額
で
は
30
億
４

２
８
３
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
収
支

　

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
会
計
や
介
護
保
険
会
計
、

ば
ん
え
い
競
馬
会
計
な
ど
、
全
部
で
９

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

特
別
会
計
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
が
主
な
財
源
で
、

収
入
と
支
出
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
の
決
算
額

は
、
表
１
の
通
り
で
す
。

帯
広
市
の
財
政
状
況

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る
資

料
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
財
務
諸
表

が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

財
政
の
健
全
さ

　

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
し

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
四
つ
の
指
標
の
公
表
が
各
自
治

体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
※
１
の
実
質
的
な
赤
字
額

が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す

指
標
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。
こ

れ
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含
め

た
指
標
が
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で

す
。
い
ず
れ
の
指
標
も
、
平
成
29
年
度

は
黒
字
決
算
の
た
め
、
比
率
は
算
出
さ

れ
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
長
期
の
借
入
金
の

返
済
や
、
そ
れ
に
準
ず
る
支
出
が
、
市

の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら

い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標
で

す
（
過
去
３
カ
年
平
均
）。
家
計
簿
に

例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済

額
の
合
計
が
年
収
に
占
め
る
割
合
に
な

り
ま
す
。（
図
２
）

　
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
一
般
会
計

な
ど
が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高

が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す

指
標
で
す
。
家
計
簿
に
例
え
る
と
、
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
が
、

現
在
の
年
収
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

か
を
示
す
割
合
に
な
り
ま
す
。（
図
３
）

　

市
の
平
成
29
年
度
の
財
政
状
況
は
い

ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
※
２
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の
財
政

　

帯
広
市
の
財
政
は
、
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
か
ら
見
て
、
健
全
な
状
況
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
対
す
る
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
一
方
、
国
か
ら
の
交

付
税
な
ど
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
事
業
の
選
択
と
集
中

を
図
り
な
が
ら
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と

か
ち
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
６
）

問
い
合
わ
せ

表１　一般会計と特別会計の決算

図１　一般会計の歳入・歳出

総額 854億4834万円
〔30億8172万円蜒〕

歳 

入
総額 850億2711万円
〔30億4283万円蜒〕

歳 

出

差し引き 4億2123万円

民生費　333億364万円
福祉や生活保護など
〔3億6219万円　〕

市税　222億2374万円
市民や法人が納めた税金
〔2億8957万円　〕

道支出金　65億2649万円
道からの補助金など〔13億8009万円蚶〕

衛生費　50億4963万円
予防接種やごみ処理など〔2億9149万円蚶〕

総務費　40億9845万円
庁舎管理や防災など〔3億5422万円蛬〕

その他　94億7540万円
施設の使用料や財産収入など
〔8396万円蛬〕

市債　53億8742万円
長期的な借金〔7億7442万円　〕

諸収入　119億8916万円
貸付金返還金や給食費など
〔2億7535万円蛬〕

地方交付税　144億3159万円
国から交付されたお金
〔2億4522万円蛬〕

国庫支出金　154億1454万円
国からの補助金など
〔12億4217万円　〕

その他　31億8077万円
議会費など〔1億9987万円蛬〕

農林水産業費　45億8236万円
農林業振興や土地改良事業など〔12億3382万円蚶〕

消防費　32億799万円
消防や救急など〔255万円蛬〕

災害復旧費
11億9922万円
〔10億2356万円蚶〕

教育費　66億3378万円
学校教育や生涯学習〔1億4669万円　〕

土木費　66億7710万円
道路や公園などの整備
〔11億6827万円　〕

商工費　79億9393万円
産業・観光などの振興
〔5億8736万円蛬〕

公債費　91億24万円
借りたお金の返済金
〔3919万円蛬〕

※[　]は前年比
※歳出の各項目には、関係する職員の給与費を含めています。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

帯広市

早期健全化基準

15

10

25

0

30
%

年
度

平成29年度  8.7%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

早期健全化基準
350
400

120

110

100

%

年
度

平成29年度  102.3%

0

帯広市

図２　実質公債費比率の推移 図３　将来負担比率の推移

会計区分 歳　入 歳　出 翌年度繰越事業財源 実質収支
一般会計 854億4834万円 850億2711万円 211万円 4億1912万円

国民健康保険会計 199億9724万円 193億5022万円 − 6億4702万円
後期高齢者医療会計 22億4636万円 21億6274万円 − 8362万円
介護保険会計 142億3834万円 138億7489万円 − 3億6345万円
中島霊園事業会計 6154万円 6154万円 − −
簡易水道事業会計 1億3142万円 1億2546万円 1万円 595万円
農村下水道事業会計 1億2572万円 1億2572万円 − −
ばんえい競馬会計 228億3495万円 227億6655万円 − 6840万円
駐車場事業会計 1億4103万円 1億4103万円 − −
空港事業会計 12億7866万円 12億7866万円 − −

合　　計 1465億  360万円 1449億1392万円 212万円 15億8756万円

特
別
会
計

市
の
決
算
と
財
政
状
況

平
成
29
年
度
の
各
会
計
決
算
と
主
な
取
り
組
み

　
決
算
は
９
月
10
日
か
ら
開
催
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
29
年
度
決
算
は
８
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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※３  不育症　妊娠はしても、流産・死産や新生児死亡などを繰り返して、子どもが持てない場合のこと（参考：厚生労働省研究班） ※４  ＤＭＯ　地域一
帯の魅力的な観光地域づくりのため、戦略策定、各種調査、マーケティング、プロモーションなどを運営する組織

平成29年度  主な事業と決算額
安全に暮らせるまち

自然と共生するまち 快適で住みよいまち

思いやりとふれあいのまち自立と協働のまち

生涯にわたる学びのまち

活力あふれるまち

健康でやすらぐまち

平成 29 年度に実施した主な事業の一部を
「第六期総合計画」の体系に基づき紹介します。

●地域防災力の強化に向けた取り組み（避難所誘導標示板の修正、
指定避難所となっている体育館トイレの洋式化など） 【1656 万円】

●台風などにより被災した公共施設などの復旧工
事（農業施設、明星橋、十勝川水系河川緑地、
川西取水場など） 【12 億 2791 万円】

●消防ポンプ自動
車の更新 【2674
万円】

●川西合同庁舎の
耐震化 【667万円】 

　 ―など

●稲田川西地区における市民・企業・行政の三位一体での緑化運動
　の実施 【30 万円】 ―など

●空家改修および特定空家解体に対する補助 【280 万円】
●市営住宅の整備（大空団地３街区の空３・４号棟の建て替えなど）
　【5 億 72 万円】
●地域優良賃貸住宅の整備に対する補助 【3603 万円】
●空き家を含めた住まいに関する問題について、専門家と連携して

対応するワンストップ相談窓口を開設 【18 万円】
●町内会への小型除雪機貸し出し 【126 万円】
●除雪車両の増車 【4309 万円】
●空港運営の民間委託の検討に必要な調査や準備作業 【6961 万円】
●空港駐機場（エプロン）の拡張工事など 【5 億 7863 万円】
●空港ターミナルビルの拡張に伴う搭乗橋の増設に対する補助
　【1068 万円】
●帯広駅前バス待合所を解体し、新たに公共

交通と観光の活性化を目的とした拠点施設
を整備 【1 億 5201 万円】―など

●徳島市との姉妹都市締
結 35周年を記念した訪
問団の派遣を実施

　【151 万円】―など

●ふるさと納税返礼品の導入
　【1605 万円】
●次期総合計画の策定に向け

た取り組み（市民アンケー
トの実施など） 【110 万円】

 　―など

●学校校舎トイレの洋式化 【489 万円】
●学校施設の長寿命化計画策定に向けた調査など 【1434 万円】
●「帯広市立小中学校適正規模の確保等に関する計画」の策定作業
　【23 万円】
●特別支援教育補助員の増員【206 万円】
●就学援助費の支給費目にＰ
　ＴＡ会費および生徒会費を

追加 【911 万円】
●動物園の展示動物にチャッ

プマンシマウマを導入
　【70 万円】
●新総合体育館整備運営事業

モニタリングの実施
　【529 万円】―など

●十勝・イノベーション・エコシステム（創業・起業支援の仕組みづくり
など）の推進 【7332 万円】

●西３・９周辺地区第一種市街地再開発事業 【2 億 307 万円】
●訪日外国人の誘客強化（中心市街地への「Ｗ

ワ イ

ｉ- Ｆ
ファイ

ｉ」環境の整備支援など）
【1095 万円】

●フードバレーとかちの推進（十勝産食材の販路開拓など） 【1018 万円】
●東アジアをターゲットにした観光プロモーションの実施 【300 万円】
●十勝アウトドアＤＭＯ※４設立に対する出資、運営支援、ポロシリ自然

公園キャンプ場の整備など 【4273 万円】
●豆類受け入れ・製品製造施設整備に対する補助 【3 億 6050 万円】

●ポロシリ自然公園キャンプ場への
ネーミングライツ（命 名権）の導入

●作業体系の省力化などに資する
農業用機械などの導入に対する
補助 【1916 万円】

●帯広市畜産物加工研修センター
の施設整備 【6804 万円】

●家畜ふん尿のバイオマス利用調
査などに対する支援 【241 万円】

　 ―など

●生活困窮世帯の高校生の中途退学防止を図るため、学習支援事業
　の対象を拡充 【97 万円】
●高齢者を対象とした公衆浴場入浴料の割り引きに対する補助
　【270 万円】
●生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の増員 【1142万円】
●介護予防生活支援サービスの提供および一般介護予防事業の実施
   【2 億 5745 万円】
●介護施設などの整備に対する補助 【2 億 5060 万円】
●妊産婦に対する相談支援や産後ケアの実施 【206 万円】
●特定不妊治療費の助成拡大 【985 万円】
●不育症※３治療費の助成 【5 万円】
●児童保育センターの整備 【4435 万円】 ―など避難所誘導標示板消防ポンプ自動車

ポロシリキャンプ場

小型除雪機空港駐機場（エプロン）の拡張工事

徳島市姉妹都市締結35周年記念事業

チャップマンシマウマ

ふるさと納税返礼品の一例
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※減価償却費とは　施設が古くなり価値が減った分を費用として換算したもので、収支に反映されます。この費用は現金の支出を伴わず、新しい施
設を作るときの財源に位置付けられています。

水
道
施
設
や
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は

13
億
３
６
８
８
万
円
（
同
２
・
１
％
増
）、

支
出
は
28
億
９
０
４
１
万
円
（
同
13
・

３
％
減
）
で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的

収
支
の
減
価
償
却
費
※
な
ど
で
補ほ

填て
ん

し

ま
し
た
。

平
成
29
年
度  

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

い
つ
で
も
安
全
に
﹆
安
心
し
て
利
用
で
き
る
﹆

災
害
に
強
い
上
下
水
道
を
目
指
し
て

水
道
事
業
会
計
の
決
算

お
い
し
い
水
道
水
を
作
り

確
実
に
届
け
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
45
億

１
０
９
１
万
円
（
前
年
度
比
０
・
９
％

増
）、
支
出
は
37
億
８
８
９
９
万
円
（
同

０
・
９
％
増
）
で
、
家
庭
な
ど
か
ら
の

水
道
料
金
収
入
が
増
加
し
た
一
方
で
、

維
持
管
理
費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
収
益
的
収
支
は
７
億
２
１
９
２

万
円
（
同
０
・
７
％
増
）
の
純
利
益
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
純
利
益
は
今
後
の

借
入
金
の
返
済
や
施
設
の
更
新
な
ど
に

使
用
す
る
予
定
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

汚
れ
た
水
を
集
め
て
き
れ
い
に
す
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は

50
億
６
５
３
７
万
円
（
前
年
度
比
１
・

７
％
増
）、 

支
出
は
44
億
５
３
１
９
万

円
（
同
０
・
２
％
減
）
で
、
一
般
会
計
か

ら
の
負
担
金
・
補
助
金
が
増
加
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的
収
支
は

６
億
１
２
１
８
万
円
（
同
18
・
０
％
増
）

の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
純
利

益
は
今
後
の
借
入
金
の
返
済
や
施
設
の

更
新
な
ど
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

終
末
処
理
場
や
下
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は

11
億
５
９
３
６
万
円
（
同
９
・５
％
減
）、

支
出
は
28
億
６
８
２
８
万
円
（
同
５
・

１
％
減
）
で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的

収
支
の
減
価
償
却
費
な
ど
で
補
填
し
ま

し
た
。

水
道
・
下
水
道
１
㎥
当
た
り
の

費
用
の
内
訳

こ
れ
か
ら
の

帯
広
市
の
水
道
・
下
水
道

　

平
成
29
年
度
の
決
算
は
、
水
道
、
下

水
道
事
業
と
も
に
純
利
益
を
計
上
す
る

な
ど
、
健
全
な
状
況
を
維
持
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
は
人
口
が
減
少
し

使
用
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

多
く
の
老
朽
化
し
た
施
設
な
ど
の
更
新

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
健
全
な
企
業
経

営
の
下
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
上
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
な

施
設
な
ど
の
更
新
や
、
災
害
に
強
い
施

設
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
２
階
、
☎
65
・	

４
２
１
２
）

　
決
算
は
９
月
10
日
か
ら
開
会
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

帯
広
市
上
下
水
道
部

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ナ
モ
く
ん

水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

▼
新
た
な
水
道
管
の
整
備
や
老
朽
化

し
た
水
道
管
の
更
新
▼
稲
田
浄
水
場

の
設
備
機
器
の
更
新
（
平
成
27
～
29

年
度
）・
電
気
計
装
の
更
新（
平
成
29

～
30
年
度
）
▼
災
害
な
ど
に
備
え
た

備
蓄
資
器
材
の
充
実
や
配
水
ブ
ロ
ッ

ク
仕
切
弁
操
作
の
電
動
化
︱
な
ど

下
水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

▼
新
た
な
下
水
道
管
の
整
備
や
老
朽

化
し
た
下
水
道
管
の
更
新
▼
帯
広
川

下
水
終
末
処
理
場
設
備
の
更
新
▼
災

害
な
ど
に
備
え
た
備
蓄
資
器
材
の
充

実
▼
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
地
域
を
優

先
し
た
雨
水
管
整
備
︱
な
ど

応急給水コンテナ（災害対策備蓄資器材）

雨水管の整備

水道水を作り、届けるための
収入と支出

汚れた水を集めて
きれいにするための収入と支出

 ●●● 収益的収支 ●●●

 ●●● 収益的収支 ●●●

 ●●● 資本的収支 ●●●

 ●●● 資本的収支 ●●●

水道施設の建設や水道管を整備、
更新するための収入と支出

終末処理場の建設や下水道管を
整備、更新するための収入と支出

水道料金
38億2769万円
（84.9％）

水道料金
38億2769万円
（84.9％）

水道水の購入費
 10億5250万円
（27.8％）

水道水の購入費
 10億5250万円
（27.8％）

減価償却費
13億6416万円
（36.0％）

減価償却費
13億6416万円
（36.0％）

維持管理費
４億6100万円
（12.2％）

維持管理費
４億6100万円
（12.2％）

職員給与費
３億7367万円
（9.8％）

職員給与費
３億7367万円
（9.8％）

借入金利息
３億298万円
（8.0％）

借入金利息
３億298万円
（8.0％）
その他
２億3468万円
（6.2％）

その他
２億3468万円
（6.2％）

その他
６億8322万円
（15.1％）

その他
６億8322万円
（15.1％）

収入
45億1091万円

支出
37億8899万円

純利益
（税込み）
７億2192万円

純利益
（税込み）
７億2192万円

借入金
13億600万円
（97.7％）

借入金
13億600万円
（97.7％）

水道布設工事や
メーター設置経費
など
18億9496万円
（65.6%）

水道布設工事や
メーター設置経費
など
18億9496万円
（65.6%）

借入金の
元金返済
９億9545万円
（34.4％）

借入金の
元金返済
９億9545万円
（34.4％）

一般会計
負担金
3088万円
（2.3％）

一般会計
負担金
3088万円
（2.3％）

収入
13億3688万円

支出
28億9041万円

収支不足額
15億5353万円
収支不足額

15億5353万円

その他
10万円
その他
10万円

借入金
７億7280万円
（66.7％）

借入金
７億7280万円
（66.7％）

借入金の
元金返済
22億152万円
（76.8％）

借入金の
元金返済
22億152万円
（76.8％）

下水道施設
工事や終末
処理場設備
更新経費など
６億6666万円
（23.2％）

下水道施設
工事や終末
処理場設備
更新経費など
６億6666万円
（23.2％）

国庫補助金
１億8436万円
（15.9％）

国庫補助金
１億8436万円
（15.9％）
一般会計
出資金・
補助金
１億9926万円
（17.2％）

一般会計
出資金・
補助金
１億9926万円
（17.2％）

その他
294万円
（0.2％）

その他
294万円
（0.2％）

収入
11億5936万円

支出
28億6828万円

収支不足額
17億892万円
収支不足額
17億892万円

下水道使用料
29億3999万円
（58.0％）

下水道使用料
29億3999万円
（58.0％）

一般会計負担金・
補助金

９億8189万円
（19.4％）

一般会計負担金・
補助金

９億8189万円
（19.4％）

その他
11億4349万円
（22.6％）

その他
11億4349万円
（22.6％）

減価償却費
23億5211万円
（52.8％）

減価償却費
23億5211万円
（52.8％）

維持管理費
12億7280万円
（28.6％）

維持管理費
12億7280万円
（28.6％）

収入
50億6537万円

支出
44億5319万円

借入金利息
５億3804万円
（12.1％）

借入金利息
５億3804万円
（12.1％）
職員給与費
１億823万円
（2.4%）

職員給与費
１億823万円
（2.4%）
その他
１億8201万円
（4.1％）

その他
１億8201万円
（4.1％）

純利益
（税込み）
６億1218万円

純利益
（税込み）
６億1218万円

水のおいしさをPR
検 索おびひろ極上水

カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル

汚水処理原価 給水原価
職員給与費
25円39銭（11.3％）
職員給与費
25円39銭（11.3％）

職員給与費
4円15銭
（3.1％）

職員給与費
4円15銭
（3.1％）

減価償却費
52円29銭
（38.4％）

減価償却費
52円29銭
（38.4％）

借入金利息
18円60銭
（13.7％）

借入金利息
18円60銭
（13.7％）

下水道管の
清掃や修理、
施設の修理や
電気料などの
維持管理費
60円98銭
（44.8％）

下水道管の
清掃や修理、
施設の修理や
電気料などの
維持管理費
60円98銭
（44.8％）

漏水・メーターの
修理、施設の修理
や電気料などの
維持管理費
33円39銭（15.0％）

漏水・メーターの
修理、施設の修理
や電気料などの
維持管理費
33円39銭（15.0％）

借入金利息
20円60銭
（9.2％）

借入金利息
20円60銭
（9.2％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円26銭（29.6％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円26銭（29.6％）

減価償却費
78円12銭
（34.9％）

減価償却費
78円12銭
（34.9％）

下水を処理するための費用
1m3当たり  136円２銭

水道水を作り、届けるための費用
1m3当たり  ２２３円76銭

下水道事業の周知、観光ＰＲ
などのために市民アンケート
をもとに作成され、平成30年
10月以降、帯広駅周辺などに
設置予定
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｃク

ー

ル

Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃチ

ョ

イ

ス

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

「
賢
い
選
択
」
で
地
球
に
優
し
い
ま
ち
に

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）

　
帯
広
市
は
﹁
環
境
モ
デ
ル
都
市
﹂
と
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
﹁
賢
い
選
択
﹂
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ	

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
実
践
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
い
合
わ
せ

ー
セ
ン
ト
以
下
に
減
ら
す
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
の
特
徴
と
し
て
、
家
庭
部
門
か
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
年
々
増

加
し
て
い
て
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
３

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す（
図
）。
こ
れ

は
全
国
平
均
と
比
較
し
て
も
、
高
い
割

合
で
す
。
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で

の
、
地
道
な
取
り
組
み
が
目
標
達
成
に

向
け
た
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賢
い
選
択

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

　

皆
さ
ん
は「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」
は
、「
涼
し
い
」
と
い
っ

た
意
味
の
他
に
、「
賢
い
」
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
環

境
省
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
て
、

身
近
な
生
活
の
中
で
、
買
い
物
・
サ
ー

ビ
ス
・
行
動
な
ど
を
選
ぶ
時
、
環
境
に

優
し
い
モ
ノ
、
コ
ト
を
選
ぶ
「
賢
い
選

択
」
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
国
民
運
動

で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
で
、「
賢
い
」
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
お
び
ひ
ろ

　

近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
や
猛
暑
な
ど

の
異
常
気
象
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
は
、
平
成
20
年
7
月
に
国
か

ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
幅
な
削
減
目
標
を
掲
げ
、

市
民
、
企
業
、
大
学
、
行
政
な
ど
が
協

力
し
な
が
ら
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
カ
ギ

　

市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
平
成
12
年
の
50
パ

検 索帯広市  アライグマ  防止

ア
ラ
イ
グ
マ
増
加
に
よ
る

悪
影
響

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
も
と
も
と
北
米
大

陸
か
ら
ペ
ッ
ト
と
し
て
日
本
に
輸
入
さ

れ
、
逃
げ
出
し
た
も
の
が
野
生
化
し
、

増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
建
物
を
す
み
か
に

し
て
汚
す
ほ
か
、
雑
食
で
繁
殖
力
も
強

く
急
激
に
数
を
増
や
す
た
め
、
農
作
物

や
水
産
物
、
家
畜
飼
料
、
地
域
に
も
と

も
と
い
た
動
植
物
を
食
べ
る
な
ど
、
農

林
水
産
業
や
自
然
環
境
、
人
の
財
産
へ

悪
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
で
も
個
体
数
が
増
え
て
い
る

　

帯
広
市
で
の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
頭

数
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
年
間
１
～
２

目
撃
情
報
、
そ
の
他
は
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
３
６
）、
農
業
被
害
に
関
す
る
こ
と
は
農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
、

☎
65
・
４
１
７
３
） ア

ラ
イ
グ
マ
に

ご
用
心

問
い
合
わ
せ

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
と
防
除

頭
で
し
た
が
、
平
成
28
年
度
、
平
成
29

年
度
は
と
も
に
16
頭
と
近
年
急
増
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
お
け
る
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
業
被
害
額
は
、
平
成
28
年

度
は
９
０
０
０
万
円
を
超
え
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
天
敵
と

な
る
生
物
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
個
体

数
の
増
加
と
さ
ら
な
る
被
害
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

帯
広
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
関

す
る
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
ア
ラ
イ

グ
マ
を
見
か
け
た
り
、
足
跡
を
見
つ
け

た
と
き
は
環
境
都
市
推
進
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

産業
15.6%

業務
21.4%

家庭
33.0%

運輸
30.0%

図  市内からの温室効果ガス排出割合
　  （排出部門別：平成 27 年度実績）

・暮らし　夜行性。水辺の近くを好み、寒
さに強く、北海道の冬も問題な
く過ごせる。

・すみか　樹
じゅどう

洞の他、家屋の屋根裏や畜舎、
物置、牧草ロールの隙間など。

・食べ物　雑食性。果物、トウモロコシ、
　　　　　家畜飼料など。
・見た目　タヌキと似ているが、尻

し っ ぽ

尾がし
ま模様で顔は眉間に黒い線があ
る。体重は４～10キログラム
ほどで、柴犬ぐらいの大きさ。
歩いたあとに人の手足のような
足跡が残る。

アライグマってどんな動物？

アライグマの足跡
（農林水産省「野生鳥獣被
害防止マニュアル」より）

6.5
〜
8
セ
ン
チ

5.5
セ
ン
チ

環境省提供

前足
後足

公式フェイスブック公式ホームページ

検 索クールチョイス

市庁舎でもグリーンカーテンで
日差しを防いで省エネ
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ト
増
え
ま
し
た
。

各
種
手
当

◇
退
職
手
当

・
定
年
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合
は

34
・
５
８
２
５
月
分
、
勤
続
35
年
の
場

合
は
49
・
５
９
月
分
。
１
人
当
た
り
の

平
均
支
給
額
は
2
1
9
5
万
円
で
し
た
。

・
自
己
都
合
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合

は
29
・
１
４
５
月
分
、
勤
続
35
年
の
場

合
は
41
・
３
２
５
月
分
。
１
人
当
た
り

の
平
均
支
給
額
は
7
6
9
万
円
で
し
た
。

市
の
職
員
数
と
給
与

平
成
29
年
度
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況

職
員
数

　

行
財
政
改
革
や
業
務
の
見
直
し
を
通

し
て
、
適
正
な
職
員
数
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
（
表
１
・
２
）。
ま
た
、
年
齢
構

成
の
平
準
化
や
技
術
継
承
の
た
め
、
計

画
的
な
採
用
と
定
年
退
職
者
の
再
任
用

制
度
※
１
を
活
用
す
る
ほ
か
、
今
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
弾
力
的
に
対
応

す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
制
度
※
２
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
と
退
職

　

平
成
29
年
度
の
職
員
採
用
者
数
は
63

人
で
正
規
職
員
が
48
人
、
再
任
用
職
員

が
13
人
（
う
ち
短
時
間
勤
務
が
１
人
）、

任
期
付
職
員
が
2
人
で
す
。

　

正
規
職
員
の
退
職
者
数
は
、
定
年
退

職
が
43
人
、
そ
の
他
の
理
由
の
退
職
が

20
人
で
す
。
再
任
用
職
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
職
者
数
は
14
人
で
す
。

給
与
制
度

　

給
与
制
度
は
、
毎
年
見
直
し
や
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
均
給
料
額
、
平
均
年
齢
な
ど

（
一
般
行
政
職
）

　

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
内
容
と
責

任
に
応
じ
た
級
と
号
俸
か
ら
成
る
給
料

表
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
※
３

（
一
般
行
政
職
）

　

帯
広
市
は
平
成
29
年
度
が
1
0
0
・

7
で
、
平
成
28
年
か
ら
0
・
2
ポ
イ
ン

◇
期
末
・
勤
勉
手
当

　

基
礎
額
（
給
料
月
額
に
扶
養
手
当
な

ど
と
役
職
加
算
額
※
４
を
加
え
た
額
）
に

区
分
ご
と
の
月
数
を
乗
じ
た
額
を
、
６

月
と
12
月
に
支
給
し
ま
す
。（
表
４
）

◇
そ
の
他
の
手
当

・
扶
養
手
当　

１
年
の
収
入
総
額
が
１

３
０
万
円
未
満
の
扶
養
親
族
が
い
る
職

員
に
支
給
し
ま
す
。

　

国
の
制
度
と
同
様
に
、
配
偶
者
１
万

円
、
子
１
人
に
つ
き
８
０
０
０
円
、
父

母
な
ど
１
人
に
つ
き
６
５
０
０
円
を
支

給
し
ま
す
。
満
16
歳
の
年
度
始
め
か
ら

満
22
歳
の
年
度
末
ま
で
の
子
１
人
に
つ

き
５
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
通
勤
手
当　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
通
勤
に
自
家
用
車
や
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
通
勤
距
離

や
運
賃
の
額
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

・
住
居
手
当　

借
家
の
場
合
の
み
家
賃

額
に
応
じ
、
最
高
２
万
７
０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。

・
時
間
外
勤
務
手
当　

正
規
の
勤
務
時

間
を
超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支
給
し

ま
す
。
平
成
29
年
度
の
支
給
額
は
、
支

給
職
員
１
人
当
た
り
平
均
月
額
２
万
６

５
６
２
円
で
し
た
。

　

他
に
、
管
理
職
手
当
・
単
身
赴
任
手

当
・
寒
冷
地
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・

市
立
高
等
学
校
教
員
に
支
給
す
る
特
殊

勤
務
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

職
員
給
与
費
決
算
額

　

給
与
費
は
、
毎
月
の
給
料
と
扶
養
手

当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
、

民
間
企
業
の
賞
与
に
当
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

決
算
額
は
市
長
と
副
市
長
、
監
査
委

員
、
公
営
企
業
管
理
者
、
教
育
長
の
給

与
を
含
め
た
金
額
で
す
。（
退
職
手
当

は
除
く
）（
表
５
）

人
件
費

　

人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与
・
退
職

手
当
・
共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
や
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
支
払
う
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
表
６
）

※
１　

再
任
用
制
度
と
は

　

定
年
退
職
し
た
職
員
な
ど
を
任
期
を

定
め
て
再
雇
用
し
、
公
務
で
培
っ
た
知

識
や
経
験
を
広
く
活
用
す
る
制
度
で
す
。

※
２　

任
期
付
職
員
制
度
と
は

　

専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
や
期
間

が
限
定
さ
れ
る
業
務
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
期
間
を
限
っ
て
職
員
を
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
３　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

　

一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を
示
し
た

も
の
で
す
。

特
別
職
な
ど
の
給
料
・
報
酬
・
諸
手
当

　

市
長
や
副
市
長
と
い
っ
た
特
別
職
の

給
料
・
報
酬
は
、
市
内
の
公
共
的
団
体

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
帯
広
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
報
告
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。（
表
７
）

職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
７
、
65
・
４
１
０
８
）

　
市
職
員
の
数
や
給
与
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、﹁
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
﹂
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各年度４月１日現在

人　　数

平成29年度 平成30年度 増　減

議 　 　 会 11 11 ０
総 　 　 務 177 179 ２
税 　 　 務 70 71 １
労 　 　 働 ２ ２ ０
農 林 水 産 43 42 −１
商 　 　 工 37 39 ２
土 　 　 木 148 145 −３
民 　 　 生 229 227 −２
衛 　 　 生 92 91 −１
教 　 　 育 205 207 ２
消 　 　 防 205 198 −７
水 　 　 道 56 56 ０
下   水   道 21 21 ０
そ   の   他 68 69 １
合　　計 1364 1358 −６

表２　級別職員構成

職員数は一般職に属する職員の数です。
短時間勤務の再任用職員は入っていません。

表１　部門別職員数 各年度４月１日現在
単位：人

職務の級 標準的な職務
人数（構成比）

平成29年度 平成30年度
１級 係員 260（19％）237（18％）
２級 主任補および専門員 383（28％）421（31％）
３級 主任および主任専門員 210（15％）223（16％）
４級 係長および主査 265（20％）247（18％）
５級 課長補佐 100（７％） 89（７％）
６級 課長 84（６％） 86（６％）
７級 企画調整監 33（３％） 29（２％）
８級 部長 29（２％） 26（２％）

合　　計 1364 1358

各年度４月１日現在

	(			)内は再任用職員の支給割合
※４　役職加算額：給料月額×役職による加算５～20％

職員数は平成29年4月に給料を支給した職員の数（国保、介護、後期高
齢者医療、ば んえい会計分を除く）です。

区　　　分 平成 29 年度 平成 30 年度
平均給料月額 30万 4700円 30万 6100円

平均年齢 40.7歳 41.3歳

初任給
大学卒 17万 8200円 17 万 9200 円
高校卒 14万 6100円 14 万 7100 円

表３　平均給料額、平均年齢など（一般行政職）

表４　期末・勤勉手当
区　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分
（0.65月分）

0.85月分
（0.40月分）

12 月期 1.375月分
（0.80月分）

0.95月分
（0.45月分）

合　計 2.60月分
（1.45月分）

 1.80月分
（0.85月分）

１人当たり
平均支給額

普通会計分　136 万 9000 円
企業会計分　139 万 8000 円

区　　　分 普通会計分 企業会計分
職員数（Ａ） 1236 人 77 人

給　　料 44 億 1295 万円 ２億 8234 万円
職員手当 10 億 5296 万円 4766 万円

期末・勤勉手当 16 億 9542 万円 １億   765 万円
計（Ｂ） 71 億 6133 万円 ４億 3765 万円

１人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 579 万 3956 円 568 万 3766 円

表５　職員給与費決算額

給
与
費

表６　人件費
区　　　分 普通会計分 企業会計分

歳出額（Ａ） 850 億   31 万円 140 億     86 万円
純損益または実質収支 ― 11 億 6782 万円

人件費（Ｂ） 110 億 991 万円 ６億 4196 万円
人件費率（Ｂ／Ａ） 13.0％ 4.6％

（参考）平成 28 年度人件費率 13.4％ 4.0％
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し
ま
す
。
平
成
29
年
の
職
員
１
人
当
た

り
の
平
均
取
得
日
数
は
9
・
4
日
で
し

た
。
休
業
制
度
の
取
得
状
況
は
、
育
児

休
業
が
30
人
、
育
児
短
時
間
勤
務
が
４

人
、
部
分
休
業
が
16
人
で
し
た
。

服
務

　

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
職
員
に
対
し
て
倫
理
保
持
、

交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
営
利
企
業
な
ど
に
従
事
す
る

こ
と
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
職
務
遂
行

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
許
可
を
受
け
従
事
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙

の
投
開
票
事
務
な
ど
、
合
計
で
３
５
０

件
を
許
可
し
ま
し
た
。

人
事
評
価

　

職
員
個
々
の
能
力
を
把
握
し
て
、
職

員
の
意
欲
の
増
進
、
組
織
全
体
の
士
気

や
公
務
能
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

職
員
の
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
適
切
に
対
応
し
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
・
職
員
づ
く

り
の
た
め
に
、
人
材
育
成
推
進
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
必
要
な
能
力
開
発
、
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
研
修
受
講
者
数
は
、

新
規
採
用
職
員
研
修
や
役
職
別
の
基
本

研
修
が
１
３
１
９
人
、
特
別
研
修
が

１
０
１
３
人
、
専
門
研
修
機
関
や
先
進

地
な
ど
へ
の
派
遣
研
修
が
36
人
で
し
た
。

職
員
の
福
祉
と
利
益
の
保
護

　

職
員
の
福
利
厚
生
増
進
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
共
済
事
業
な
ど
は
北
海
道
都

市
職
員
共
済
組
合
が
、
そ
の
他
の
事
業

の
一
部
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
帯

広
市
職
員
福
利
厚
生
会
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
職
員
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
と
定
期
健
康
診
断
の
再
検
査
に

関
わ
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
公
務
上
の
災
害

を
被
っ
た
場
合
の
救
済
を
目
的
と
し
た

公
務
災
害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平

成
29
年
度
の
災
害
件
数
は
、
公
務
災
害

が
11
件
、
通
勤
災
害
は
２
件
で
し
た
。

分
限
処
分
と
懲
戒
処
分

　

分
限
処
分
は
、
心
身
の
問
題
や
刑
事

事
件
で
の
起
訴
な
ど
に
よ
り
、
職
務
が

十
分
に
果
た
せ
な
い
場
合
に
、
公
務
の

能
率
維
持
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
心
身
の
問
題
で
、
14

人
が
分
限
処
分（
休
職
）に
な
り
ま
し
た
。

　

懲
戒
処
分
は
、
職
員
の
義
務
違
反
に

対
し
、
道
義
的
責
任
を
問
い
、
公
務
遂

行
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
２
人

が
懲
戒
処
分
（
停
職
１
件
、
免
職
１
件
）

に
な
り
ま
し
た
。

不
服
申
し
立
て
・
措
置
要
求

　

平
成
29
年
度
は
、
分
限
処
分
や
懲
戒

処
分
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
に
対
す
る

職
員
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
、
苦
情
相

談
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

職
員
の
退
職
管
理

　

退
職
し
た
元
職
員
か
ら
の
働
き
掛
け

を
規
制
し
て
い
る
ほ
か
、
管
理
ま
た
は

監
督
の
地
位
に
あ
っ
た
元
職
員
（
課
長

補
佐
職
以
上
）
が
退
職
後
、
営
利
企
業

な
ど
へ
再
就
職
し
た
場
合
は
届
け
出
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
退
職
者
に
お
け
る
再

就
職
の
届
け
出
状
況
は
10
人
で
し
た
。

　

な
お
、
届
け
出
状
況
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

服
務
・
勤
務
条
件
・
職
員
研
修

な
ど

　

職
員
の
勤
務
条
件
は
、
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
き
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
と
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ

な
い
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
、
計
画
的
に
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間
と
休
暇
・
休
業

　

勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分
、
１

週
間
38
時
間
45
分
で
す
。
休
暇
は
年
次

有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
（
産

前
産
後
・
忌
引
・
夏
季
休
暇
な
ど
）・

介
護
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
１
年
に
20
日
与
え

ら
れ
、
そ
の
年
に
使
用
し
な
か
っ
た
日

数
は
、
20
日
を
限
度
に
翌
年
に
繰
り
越

表７　特別職などの給料・報酬・諸手当
市　長 副市長

給料月額 100万5000円 80万5000円

期末手当 ［6月期］2.075月 分 　　［12月期］2.325月分
（給料月額＋役職加算額）×期末手当月数  ※役職加算額：給料月額×20％

寒冷地手当
（月額）

[11月～３月に支給 ]
世帯主で扶養親族がいる場合　　　２万6380円
世帯主で扶養親族がいない場合　　１万4580円

退職手当
（在職月数 1 月につき）

給料月額× 38.25
100

給料月額× 31.88
100

議　長 副議長 議　員
報酬月額 58万円 51万円 47万円

　

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
す
秋
は
、
暖
房

機
器
の
使
用
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
10
月
15
日
か
ら
31
日
ま

で
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
こ

ん
ろ
な
ど
の
火
の
周
り
を
確
認
す
る
た

め
、
消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
高
齢
者

や
体
が
不
自
由
な
人
の
家
を
訪
問
し
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
を
な
く

す
た
め
、
消
防
署
や
各
出
張
所
で
不
要

な
ラ
イ
タ
ー
を
回
収
す
る
ほ
か
、
女
性

消
防
団
「
桜お
う

華か

分
団
」
が
、
子
ど
も
の

火
遊
び
を
テ
ー
マ
に
幼
稚
園
や
保
育
所

で
防
火
演
劇
を
披
露
し
、
火
と
煙
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

帯
広
消
防
署
指
導
課（
西
６
南
６
、消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
３
１
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
い
合
わ
せ

全
国
統
一
防
火
標
語
「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

も
く
も
く

も
く
も
く

ば
さ
っ

ば
さ
っ

ゴ
オ
オ
オ
オ

ゴ
オ
オ
オ
オ

ゆ
ら
ゆ
ら

ゆ
ら
ゆ
ら

メ
ラ
メ
ラ

メ
ラ
メ
ラ

も
く
も
く

も
く
も
く

鳴
ら
な
か
っ
た
ら

大
変
だ
っ
た
!!

鳴
ら
な
か
っ
た
ら

大
変
だ
っ
た
!!

ブショオォオオオ
ブショオォオオオ

住宅用火災警報器

12

34

①つけたまま外出・就寝しない  ②周りに物を置かない
③ストーブの上や近くで洗濯物を乾かさない

住宅用火災警報器は
正しく設置・点検しましょう！

ストーブ火災を防ぐポイント

消防ふれあいフェア2018
　消防署を一般開放して、消火、救急、通報体験など、い
ざというときに役立つ体験
コーナーのほか、住

じゅうけい

警レン
ジャーショーやはしご車搭乗
体験などを行います。
日時　10 月 21 日（日）、
　　　10 時 30 分～12 時 30 分
場所　消防庁舎（西６南６） 子どもも大人も楽しく学べます




